
口絵：巻頭資料 本文内に示した資料のカラー版 

資料１ 「地理院地図」で作成した上里町周辺の治水地形分類図  本文 48Ｐの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 「地理院地図」自分で作る色別標高図（上里町周辺５ｍ刻み） 本文 49Ｐ資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薄い緑…氾濫平野 

黄色…微高地 

（自然堤防） 

黄色に赤点…扇状地 

オレンジ…台地 

青の横縞…旧河道 

グレーの横縞… 

    浅い谷地 

色分けする標高

差の設定、段数

の設定、色の設

定などをすべて

任意に設定可能 



資料３ 「地理院地図」の「標準地図」と「陰影起伏図」から作成した富士山周辺の３Ｄ（高さ比率１倍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 「地理院地図」の「空中写真（最新）」から作成した富士山周辺の３Ｄ（高さ比率１倍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 「地理院地図」の「陰影起伏図」富士山周辺 本文 85Ｐ 検証授業第４時の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業中に資料３～５の

３Ｄや陰影起伏図を表

示した際のインパクト

が強く、生徒の反応も

大きかった。 

３Ｄおよび陰影起伏図

の題材として富士山は

非常に適していること

が生徒の反応から分か

った。 



資料６ 検証授業第５時の野外調査で使用した地図 本文 49Ｐ、本文 86Ｐ 検証授業第５時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※地図上の赤い線が今回の観察ルート、ルート上の①～⑤は予定している観察ポイント。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※③と④の地図を比較することで、耕地整理される前の古い地形から旧河道のありようを浮かび上が

らせることができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※治水地形分類図とも比較しながら、旧河道と台地の境目がハザードマップでも浸水予想地域とそう

でない地域を分ける地形となっていることを現地で説明。 



地理院地図から３Ｄプリンタ用データをダウンロードして作成した立体模型 

資料７ 「富士山」（高さ１倍）の立体模型の、素材の色による見え方の違い 本文 53Ｐ資料１ 

①オレンジ                   ②黒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③紫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８ 児玉郡周辺の立体模型に書き込みを加えたもの（高さ３倍） 本文 54Ｐ資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※その他、黒い点は市役所・町役場の位置、緑の線はＪＲの在来線、オレンジの線は国道 

授業後の生徒への聞き取りから、等

高線を読み取るには、光の反射が際

立つ紫や黒などの比較的暗い色が適

していることが分かった。 

一方、下記の資料８、９のように情

報を書き加える場合は青や黄色など

が適している。 

上里 

下久保ダム 

荒川 

関越道 

新幹線 

利根川 

神流川 



資料９ 歴史的分野での活用を想定 鎌倉市中心部の立体模型（高さ２倍） 本文 21Ｐ一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 10 代表的な地形 山梨県甲州市・笛吹市 京戸川扇状地の立体模型（高さ１倍） 本文 17Ｐ一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 11 「Windows版 今昔マップ３」を活用し、Google Earth上に展開した上里・本庄周辺の地形図

（２つの時代を筆者が並べたもの）    本文 59Ｐ資料２・３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 12 「地図太郎ＰＬＵＳ」を活用して、地形図上に位置情報付きの写真データを表示した例 

 本文 64Ｐ資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライダーバーを操作して

年代を前後できる。 

アニメーションで年代を自

動的に動かすことも可能。 

右：1894～1915 左：1988～2008 



資料 13 Google Mapの「マイマップ」機能を活用して、中山道本庄宿の調査で撮影した位置情報付きの

写真データを地図上に表示した例  本文 65Ｐ資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 14 「ＲＥＳＡＳ
リ ー サ ス

（地域経済分析システム）」の「産業構造マップ」で作成した、上里町の産業構造

の図（表示内容は「売上高」に設定）本文 68Ｐ資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定した地域において

どの産業がどれだけの

比率を占めているかを

面積で表示 



資料 15 「ＲＥＳＡＳ」の「人口マップ」から「人口の社会増減」を示した地図 本文 69Ｐ資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 16 「ＲＥＳＡＳ」の「まちづくりマップ」から「流動人口」を 500ｍのメッシュで示した地図 

 本文 90Ｐ資料２ 検証授業６～８時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県にどの都道府県

から人口が移動してく

るのかを赤線のアニメ

ーションで表示 



資料 17 「ｊＳＴＡＴ
ジ ェ イ ス タ ッ ト

 ＭＡＰ
マ ッ プ

」で作成した、国勢調査の地図化の例「小地域別高齢化率（上里町）」 

（背景地図：Google Map）（検証授業第６～８時で使用）本文 70Ｐ資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 18 「ｊＳＴＡＴ ＭＡＰ」で作成した、国勢調査の地図化の例「人口総数 500ｍメッシュ（埼玉

県南部）」（背景地図：Google Map） 本文 71Ｐ資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎線沿線などの鉄道沿

いで人口の多いことを示

す色のメッシュが線状に

伸びていることが分かる。 

浦和 

春日部 

川越 

熊谷 

秩父 



資料 19 令和元年台風 19号翌日の神流
か ん な

川・利根川現地調査の写真（10月 13日筆者撮影） 本文 36Ｐ 

「地図太郎」の位置情報つき写真の位置表示機能を使用   ①国道 17号神流川橋より下流方向を撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月撮影の神流川 ①と同地点同方向の様子   ②本庄市 利根川 坂東大橋より上流方向を撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③上里町八町
はっちょう

河原
が わ ら

 烏
からす

川堤防上より上流方向を撮影 ③と同地点 堤防下より北方（玉村町側）を撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           左：上流          右：下流 

 

このゴミが溜まって

いる地点まで水が来

たことが分かる。 

① 

② 

③ 



資料 20 令和元年台風 19号に関する各地の記録 本文 36Ｐ 

 栃木県佐野市 10月 28日、11月 12日筆者撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 埼玉県東松山市・坂戸市 10月 28日筆者撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約２ｍの高さの小

屋の屋根上に草が

乗っている 



検証授業で生徒が作成したまとめ地図の例 本文 94Ｐ 資料 

テーマ①「水害と人口」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



テーマ②「水害と産業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



テーマ③「水害と交通・結びつき」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


